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世
界
で
も
稀
な
賃
金
が
下
が
る
日
本 

経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
の
調
査
に
よ
る
と
、
日

本
の
平
均
賃
金
は
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
減
少
し
（
左
図
）
、
実

質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は
世
界
平

均

24

％
に
対
し
て
わ
ず
か

６
％
。
世
界
で
も
稀
な
「
賃
金

が
上
が
ら
な
い
国
」
「
成
長
し

な
い
国
」「
競
争
力
が
低
下
し

た
国
」
に
陥
っ
て
い
ま
す
。 

不
安
定
・
低
賃
金
の
非
正

規
労
働
者
の
増
大
、
大
企
業
の

リ
ス
ト
ラ
・
賃
金
抑
制
、
労
使

協
調
に
陥
り
や
す
い
企
業
内

労
組
中
心
の
労
働
運
動
の
弱

点
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

政
府
も
経
済
界
も
「賃
上
げ
の
必
要
性
」 

経
団
連
が
内
部
留
保
の
活
用
に
言
及 

コ
ロ
ナ
不
況
で
も
大
企
業
は
最
高
益
を
更
新
し
、
内
部
留
保

は
過
去
最
高
を
更
新
し
続
け
て
い
ま
す
。
賃
上
げ
、
格
差
是
正
、

内
部
留
保
の
活
用
を
求
め
る
労
働
者
の
声
に
押
さ
れ
て
、
岸
田

首
相
も
経
済
界
も
「
新
自
由
主
義
の
弊
害
」「
賃
上
げ
の
必
要
性
」

を
認
め
、
経
団
連
は
経
労
委
報
告
で
「
内
部
留
保
の
活
用
」
に

も
言
及
し
て
い
ま
す
。 

し
か
し
、
首
相
の
要
請
は
「
３
％
を
超
え
る
賃
上
げ
の
期
待
」

に
と
ど
ま
り
、
経
団
連
は
一
律
賃
上
げ
を
否
定
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
は
情
勢
の
好
転
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。 

物
価
急
上
昇
、
雇
用
保
険
料
引
上
げ 

賃
金
低
下
で
公
的
年
金
引
下
げ 

ガ
ソ
リ
ン
の
高
騰
、
食
品
や
電
気
代
な
ど
物
価
の
急
上
昇
が

暮
ら
し
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。
政
府
は
「
雇
用
調
整
助
成
金
の

財
源
が
枯
渇
し
た
」
な
ど
と
し
て
、
国
庫
負
担
を
引
き
下
げ
た

ま
ま
雇
用
保
険
料
の
引
上
げ
を
発
表
し
ま
し
た
。 

物
価
と
賃
金
の
変
動
率
な
ど
で
改
定
さ
れ
る
公
的
年
金
は
、

マ
イ
ナ
ス
幅
が
大
き
い
賃
金
変
動
率
に
よ
り
引
下
げ
で
す
。 

労
働
者
の
賃
金
は
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
か
ら
年
金
生
活
者

ま
で
全
世
代
に
影
響
し
ま
す
。
22
春
闘
は
大
幅
賃
上
げ
・
底
上

げ
を
波
及
さ
せ
、
賃
金
が
上
が
る
国
、
成
長
す
る
国
、
誰
も
が

人
間
ら
し
く
暮
ら
せ
る
国
へ
の
転
換
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。 

ソ
ニ
ー
労
組
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
格
差
拡
大 

大
幅
賃
上
げ
、
住
宅
・家
族
手
当
の
願
い
が 

ア
ン
ケ
ー
ト
は
「
貯
金
の
取
り
崩
し
」
が
３
割
、
生
活
費
が

「
足
り
る
」
３
割
に
対
し
「
５
万
円
以
上
」
５
割
と
分
か
れ
、

６
万
円
超
の
賃
上
げ
要
求
が
多
数
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
（
左
図
）
。 

年
代
と
と
も
に
生
活
費
の
不
足
と
賃
上
げ
要
求
額
が
上
昇
し
、

賃
金
・
一
時
金
以
外
で
強
化
す
る
要
求
は
、
住
宅
・
家
族
手
当

が
雇
用
不
安
解
消
を
超
え
て
最
多
で
す
。
「
属
人
的
要
素
を
排

除
」
す
る
人
事
処
遇
制
度
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。 

要
求
案
は
賃
上
げ
４
万
１
千
円 

一
時
金
夏
冬
と
も
４
・２
カ
月 

賃
上
げ
の
加
重
平
均
は
４
万
１
千
円
台

が
続
き
（
下
図
）
、
一
時
金
は
年
８
・
４
カ

月
で
昨
年
か
ら
０
・
２
カ
月
増
で
し
た
。 

要
求
案
は
賃
上
げ
４
万
１
千
円
、
一
時
金

は
冬
ア
ッ
プ
の
強
い
要
望
か
ら
夏
冬
と
も

基
本
給
比
４
・
２
カ
月
と
し
ま
し
た
。 

最
高
益
更
新
の
ソ
ニ
ー
。
昨
年
３
月
期
の

内
部
留
保
は
５
兆
６
千
億
円
超
、
減
員
が
続

く
従
業
員
数
は
11
万
人
を
切
り
ま
し
た
。

要
求
案
は
全
従
業
員
に
適
用
し
て
も
、
原
資

は
内
部
留
保
の
１
・
７
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。 

組
合
員
が
在
籍
す
る
各
社
に
統
一
要
求

を
提
出
し
、
格
差
是
正
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

に
向
け
て
取
り
組
む
方
針
で
す
。 

「
賃
金
が
上
が
る
国
」
へ
の
転
換
が
求
め
ら
れ
る
２
０
２
２
年
春
闘
。
コ
ロ
ナ
不
況
の
打
開
に
向
け
て
、
全
国
各
地
で
地
域
総
行
動
が
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ソ
ニ
ー
労
組
は
２
月
９
日
に
開
い
た
３
支
部
代
表
者
会
議
で
、
春
闘
要
求
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
賃
上
げ
４
万
１
千
円
、
一
時

金
は
年
８
・
４
カ
月
（
夏
冬
４
・
２
カ
月
）
な
ど
組
合
員
に
提
案
す
る
統
一
要
求
や
運
動
方
針
を
ま
と
め
ま
し
た
。
今
後
、
各
職
場
で
討
議
し
、

中
央
委
員
会
、
全
員
投
票
な
ど
民
主
的
手
続
き
を
経
て
決
定
し
ま
す
。 

 

 

アメリカ, 178

イギリス, 166

カナダ, 165

ドイツ, 152

イタリア, 132

フランス, 149

100
日本, 95

2000年 2020年

主要７カ国の名目平均年間賃金の推移

出典：国民春闘共闘委員会

（2000年を100とする）

32,261 33,709 
41,071 41,119 41,578 41,409 

17春闘 18春闘 19春闘 20春闘 21春闘 22春闘

賃上げ要求加重平均の推移
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15.7%

51.0%

29.4%

3.9%

貯金・繰越可能 トントン 貯金取崩し その他

家計の収支感（２２春闘）

30.6%

2.0% 2.0%
6.1%

10.2%

49.0%

足りる １万未満 ２万未満 ３万未満 ４万未満 ５万未満 ５万以上

生活費の不足（２２春闘）

4.5%

15.9%
20.5%

15.9%

4.5%

13.6%

25.0%

1万未満 1万～ 2万～ 3万～ 4万～ 5万～ 6万～

賃上げ要求（２２春闘）


